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 6 月 22 日(水)水戸市の水戸京成ホ

テルにおいて、日本環境保全協会関東

地区協議会の 2022 年度総会を開催い

たしました。当会の総会は新型コロナ

ウイルス感染症の影響で 3 年ぶりの開

催となり、当協会でも 2 年間の幹事県

担当は終了いたしましたが、諸事情に

より本年に限り 1 年間延長して幹事県

を務めさせていただいております。 

 関東地区協議会は(一社)日本環境保

全協会に加入している関東地方の各

県連で構成されており、現在 8 団体で

活動を行っております。 

 今回の参加団体は、三多摩清掃事業

協同組合、栃木県環境保全協会、埼玉

県一般廃棄物連合会、神奈川県環境整

備事業協同組合、(一社)群馬県環境保

全協会、(一社)千葉県環境保全センタ

ー、(一社)茨城県環境保全協会の 7 団

体で、三多摩清掃事業協同組合のみリ

モート参加となり、(一社)東京環境保

全協会は欠席されました。 

 総会は当協会の岡島理事長が議長

となり、令和 3 年度の会務・会計報告

及び令和 4 年度の

会務・予算計画が

承認され、滞りな

く終了し、その後

各県連より活動報

告がなされ、通常

であれば飲酒を伴

う懇親会へと進むのですが、今回は新

型コロナウイルス感染症の影響によ

り食事のみの懇親会を開催して終了

いたしました。 

 尚、県連報告の際に(一社)千葉県環

境保全センターより報告があり、今年

度千葉県内で開催予定だった(一社)日

本環境保全協会主催の一般廃棄物適

正処理推進大会（全国大会）は、やは

り新型コロナウイルス感染症の状況

が不透明であるため、再度の中止が決

定されました。 

 当協会でも、関東地区協議会もメン

バーで隣接県でもある千葉県での大

会であるだけに、最大限の協力を行う

予定でありましたが、来年度以降の開

催に期待いたします。 

 

6 月度定例役員会の開催 

6 月 15 日（水）午前 10 時より 6 月

度の定例役員会を水戸市の京成ホテ

ルにて開催いたしましたので、当日の

議事内容等についてご報告いたしま

す。 

 

出席理事 

岡島理事長  池田副理事長  秋山 

小林 早川 佐野 石井 犬塚 小

沼 山村理事（理事 13 名中 10 名出

席） 佐藤監事 
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協議事項 

① 関東地区協議会について 

3 年ぶりに開催される関東地区協議会

の総会及び県連報告の参加者名簿の

確認と当日の役割分担を決定しまし

た。 

② 組織図について 

当協会の組織図について検討し決定

しました。 

今年度より一部委員会構成を変更し、

総務委員会は従来通りですが、広報委

員会と研修委員会を一本化して広報

研修委員会としました。 

また、次世代育成委員会については、

より活動を活発化させるために、理事

長直轄の委員会としました。 

③ 協会だよりについて 

協会だより 6 月号の内容について広報

研修委員会より提案があり承認され

ました。県内全ての市町村、県の関係

機関に無料配布しています。もし、ご

希望の関係者の方がありましたら当

協会までご連絡下さい。 

④ 講習会の開催について 

9 月 10 日(土)水戸市の開発公社にて

浄化槽の清掃に関する講習会を開催

する方向ですすめることに決定しま

した。講習会の内容については、広報

研修委員会にて検討します。 

 

報告事項 

① 土浦市災害協定締結式 

7 月 7 日に土浦市市役所にて災害協定

締結式が行われる予定です。 

② 下妻市災害協定話し合い 

６月 28 日下妻市役所にて災害協定に

ついて話し合いを行う予定です。 

③ 不法投棄監視パトロールについて 

7 月 2 日(土)に実施予定の小美玉市に

おける不法投棄監視パトロール及び

道路のボランティア清掃について、事

務局より 6 月 14 日現在の参加予定者

名簿が提出されました。 

また、当日も猛暑が予想されるため熱

中症対策についても報告がありまし

た。 

 

以上の内容で役員会を開催し、正午前

に終了いたしました。 

 協会では今後も新型コロナウイル

ス感染症対策を講じながら、定例の役

員会を実施してまいります。 

 

(一社)日本環境保全協会総会に参加 

 6 月 9 日(木)東京飯田橋のホテルメ

トロポリタンエドモントにおいて、

(一社)日本環境保全協会の通常総会が

開催され、当協会からは岡島理事長、

池田副理事長、秋山理事が出席しまし

た。 

 秋山理事は当協会の前理事長とし

て日本環境保全協会の理事も務めて

いましたが、今回の当協会の改選によ

る岡島新理事長就任に伴い、日本環境

保全協会の理事も岡島理事長にバト

ンタッチとなりました。 

 (一社)日本環

境保全協会の総

会も、新型コロナウ

イルス感染症の影

響で、開催は 3 年ぶ

りとなり、全国の県

連の皆様とも久し

ぶりの顔合わせと

なりましたが、こち

らでもやはり通常

行われていた総会

後の懇親会は中止

となり、総会閉会後

はそのまま解散と

なりました。 

9 月開催予定の浄

化槽清掃に関する

講習会について 

 当協会では活動

の一環として浄化

槽の清掃に関する

講習会を年 1 回の

ペースで開催して

おりますが、ここ 2 年ほどは新型コロ

ナウイルス感染症の関係で開催出来

ておらず、その間にも新型のモアコン

パクト対応の浄化槽が普及しており

清掃講習の必

要性を感じて

おります。 

 そこで、今年

度は再びコロ

ナウイルス感

染者の増加が

懸念されては

おりますが、9

月 10 日(土)に

茨城県開発公

社ビルにおい

て、感染症対策

を講じた上で

講習会を開催

しようと計画

をしておりま

す。 

 今年度の講

師はニッコー株式会社にお願いし、主

に水創り王に関する構造や清掃に関

する講義をお願いしております。 

 次第に精密機器化していく浄化槽

の適正で安全な清掃技術を習得する

ために、是非とも開催の際には皆様の

受講をお待ちしております。 

 尚、詳細につきましては、後日決定

次第皆様へお知らせいたします。 

 また、今後の新型コロナウイルス感

染症の状況によっては開催を中止す

ることもありますのでご了承くださ

い。 

 

 

(参考)6 月度大子町支援業務輸送実績 

曜日 会社名 運搬重量(kg)

4,500
3,000

玉里クリーン 3,600
磯原清掃サービス 2,700

久松商事管理サービス 3,600
八郷衛生 3,700

3,600
3,700

セイコー 3,700
玉里クリーン 3,600

久松商事管理サービス 3,600
ニヤマクリーンサービス 3,700
磯原清掃サービス 2,700
セイコー 3,700

3,700
3,700

マカベクリーン 3,700
北茨城市企業衛生 3,700

3,000
3,000

磯原清掃サービス 2,700
北茨城市企業衛生 3,700
石岡興業 5,200
千代田衛生 3,500
玉里クリーン 3,600
セイコー 3,700

3,500
3,700

北茨城市企業衛生 3,700
久松商事管理サービス 3,600

7,500

15（水）

13（月）

14（火）

10（金）

アミックス

山本環境開発 7,500

クロサワクリーンサービス 7,500

3（金）

1（水）

2（木）

マカベクリーン

博相社

富士企業

9（木）

7（火）

8（水）

6（月）

17（金） 富士企業 7,500

16（木）

20（月） 丸越産業

21（火）

22（水）

23（木）

7,500

29（水） 山本環境開発 7,500

24（金） 八郷衛生

27（月）

28（火） クロサワクリーンサービス

30（木） 新生環境整備 7,500

159,600期間合計

(一社)茨城県環境保全協会 組織図 

新型コロナウイルス感染症の県内新

規感染者が再び激増しております！ 

会員の皆様におかれましては、改め

ての感染対策の徹底をお願いすると

ともに、感染者が発生した際の適切

な対応をお願いします。 

この苦境を乗り切れるよう、ご祈念

申し上げます！ 


